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自民党議員団幹事長として
一丸となって責任政党の責務果たす

春名政調会長と申し入れ書を
井戸知事に提出しました

兵庫五国から選ばれた自民党議員団のメンバーと

令和新時代の未来を築く
兵庫県議会議員   内藤 兵衛

　

昨
年
は
ポ
ス
ト
県
政
1

5
0
年
が
ス
タ
ー
ト
、
時

代
は
平
成
か
ら
令
和
と
な

り
、
皆
様
か
ら
の
付
託
を

受
け
県
議
会
４
期
目
の
任

期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
、

県
議
会
最
大
会
派
で
あ
る

自
民
党
議
員
団
の
幹
事
長

と
し
て
迎
え
ま
し
た
。
令

和
の
時
代
に
相
応
し
い
ふ

る
さ
と
の
未
来
を
築
く
た

め
、
県
政
を
リ
ー
ド
す
る

自
民
党
議
員
団
幹
事
長
と

し
て
の
重
責
を
果
た
し
、

着
実
な
歩
み
へ
と
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
が
、
今
年
の

目
標
で
す
。

　

最
大
の
課
題
は
地
域
創

生
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
展
す
る
中
、
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
地

域
創
生
の
加
速
化
を
図

り
、
持
続
可
能
で
元
気
な

兵
庫
を
築
く
こ
と
が
、
今

期
４
年
間
の
使
命
と
し

て
、
さ
ら
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
力
強
い

地
域
経
済
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
誰
も

が
活
躍
で
き
る
全
員
参
加

型
の「
県
民
総
活
躍
社
会
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
基
盤
と
な
る
の
が

安
全
安
心
の
確
保
で
す
。

年
々
、
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
か
ら
県
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
社
会

資
本
整
備
や
事
前
防
災
・

減
災
対
策
の
強
化
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
地
域
医

療
や
介
護
な
ど
健
康
福
祉

の
充
実
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

西
脇
多
可
で
は
、
一
昨

年
の
多
可
町
新
庁
舎
に
続

き
、
令
和
３
年
春
に
西
脇

市
の
新
庁
舎
が
完
成
し
ま

す
。
地
域
創
生
を
推
し
進

め
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
卓

球
チ
ー
ム
が
事
前
合
宿
を

行
い
ま
す
。
心
の
こ
も
っ

た
精
一
杯
の
お
も
て
な
し

に
よ
り
、
交
流
の
促
進
、

地
域
の
魅
力
の
発
信
に
加

え
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
夢
を
育
ん

で
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

不
透
明
な
世
界
経
済
に

加
え
、
本
県
財
政
も
行
財

政
構
造
改
革
の
目
標
で
あ

る
収
支
均
衡
を
達
成
し
た

と
は
い
え
、
厳
し
い
財
政

環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
真

摯
に
取
り
組
み
、
着
実
に

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
相
応
し

い
「
す
こ
や
か
兵
庫
」
の

実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と

確
信
い
た
し
ま
す
。

　

₁₃
年
間
の
議
員
生
活
で

痛
感
し
た
の
は
、
ふ
る
さ

と
の
魅
力
で
あ
り
、
財
産

な
の
は
「
人
」
で
あ
る
こ

と
。
県
議
会
議
員
と
し
て

地
元
の
皆
様
と
の
ス
ク
ラ

ム
を
よ
り
強
固
に
し
、
西

脇
多
可
が
地
域
創
生
の
モ

デ
ル
と
な
っ
て
兵
庫
、
日

本
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る

地
域
と
な
る
よ
う
、
粉
骨

砕
身
の
努
力
を
す
る
決
意

で
す
。

　

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、「
一
日
生
涯
」
を
胸

に
刻
み
、
本
年
も
全
力
疾

走
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
。

て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
₁₁

月
に
は
待
ち
望
ま
れ
て
い

た
日
野
北
バ
イ
パ
ス
が
開

通
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
西
脇
市
が

「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
し

言
、
₁₁
月
に
は
こ
れ
を
よ
り

き
め
細
か
に
具
体
化
し
た
施

策
を
井
戸
知
事
に
申
し
入
れ

ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
は
、
地
域
創
生

実
現
の
効
果
的
戦
略
、防
災
・

減
災
・
縮
災
・
危
機
管
理
対

策
の
推
進
、「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
な
ど
を
柱
に
２

７
０
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。

　

私
は
冒
頭
、
幹
事
長
と
し

て
「
行
財
政
環
境
は
厳
し
い

が
、
一
方
で
県
民
誰
も
が
夢

を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

機
能
と
と
も
に
重
要

な
の
が
政
策
立
案
・

提
言
機
能
で
す
。

　

新
年
度
予
算
編
成

が
本
格
化
す
る
の
を

前
に
、
県
内
各
地
域

の
議
員
が
地
元
の
課

題
や
要
望
、
意
見
を

持
ち
寄
り
、
政
策
と

し
て
ま
と
め
、
９
月

に
は
重
要
政
策
提

新年度予算編成へ政策提言・申し入れ

誰
も
が
夢
を
実
現
で
き
る
社
会
へ

　

昨
年
４
月
、
県
議
会
自
民

党
議
員
団
の
幹
事
長
に
選
任

さ
れ
て
以
来
、
想
像
以
上
に

多
忙
な
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

県
当
局
と
の
事
業
の
執
行

状
況
、
県
政
課
題
へ
の
対
応
、

そ
の
推
進
方
向
な
ど
に
つ
い

て
の
協
議
、
検
討
や
各
議
員

へ
の
報
告
、
意
見
調
整
を
行

い
、
県
当
局
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
な
ど
議
員
団
の
総

責
任
者
と
し
て
職
務
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
議
員
団
は
、
所
属

議
員
が
活
発
に
議
論
し
、
結

論
に
達
す
れ
ば
一
丸
と
な
っ

て
進
む
こ
と
が
会
派
の
伝
統

で
あ
り
、
強
み
で
す
。
他
会

派
と
の
折
衝
や
調
整
も
信
念

を
も
っ
て
取
り
組
み
、
議
長

を
中
心
と
す
る
円
滑
な
議
会

運
営
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
政
の
意
志
決
定

を
担
う
議
事
機
関
と
し
て
の

兵 庫 県
議会議員 内藤 兵衛

県政NEWS №₃₄ ₂₀₂₀．₂

「一日生涯」は、内藤兵衛議員の
座右の銘です。今日の一日を
生涯と心得て、全力を出し切
るという思いを込めています。

一日生涯
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ひょうご地域創生交付金  新年度も40億円

　総務常任委員会の調査研究活
動として、県内外の地域創生の
現場を訪問しています。
　今年度は、次期地域創生戦略
の策定作業が進められ、実効性
ある内容となるよう、積極的に
意見、提言を行っています。
　市町を支援する「ひょうご地
域創生交付金」を来年度以降も
継続するよう求めていました

が、今年度と同額の４0億円を計
上する方針が決まっています。
　次期戦略について井戸知事
は、地域の個性や強みに着目し
た地域別プロジェクトに重点を
置くことを1２月定例会で表明し
ました。今後、予算編成作業が
本格化する中で、県と市町の連
携による効果的な取り組みを求
めていきます。

　議員提案により平成２7年に制
定した「中小企業の振興に関す
る条例」の改正案が1２月定例会
で可決しました。大規模な災害
が相次ぎ、地域経済を支える中
小企業の事業継続を可能とする
環境整備が必要となっているた
め、災害対応を明記しました。
　被災した中小企業の復旧・復
興、事業継続に県が先頭に立ち

取り組む決意を示すものです。
２7年に自民党議員団の政調会長
として制定に汗を流したことも
あり、今回、より充実した条例
になったことに感慨ひとしおで
した。
　兵庫経済の核となり、地域創
生実現の原動力となる中小企業
の振興に今後も全力で取り組み
ます。

総務常任委員会・活動報告 中小企業振興条例を改正

災害からの中小企業の事業継続を支援

　ＪＲ鍛冶屋線の跡地空間を活用し、
西脇市市原町から羽安町を結ぶ延長２３
70ｍの日野北バイパス （県道中安田市
原線、市道市原羽安線）の開通式が11
月16日、快晴のもと執り行われました。
渋滞解消と交通安全の確保のため、県
と西脇市が連携し、平成２7年から整備
を進めていました。
　鍛冶屋線が廃線となり３0年。この間、
旧羽安駅～市原駅区間の道路化の要望
は絶えることなく引き継がれ、私自身
もこの要望活動に携わってから1２年が
経過しました。地元住民の長年の夢が

方々が参加され、バイパス開通を本当
に多くの方が待ち望み、そして喜んで
おられる証しと感じました。
　この事業に携わっていただいたすべ
ての関係者の方々に衷心よりお礼を申
し上げます。
　西脇と多可を結ぶこの新しい道路を
地域の元気づくりの手段として生かし
ていかなければなりません。未来につ
ながる道として、役割をしっかりと理
解し、地域創生の実現に向けて地元の
みなさんとともに歩む決意を新たにし
ました。

　また、 ８月 ３日には、一般県
道黒田庄多井田線・喜多バイパ
スの完成式が行われました。
　同線は加古川左岸を南北に走
る幹線道路であり、国道17５号

早期のバイパス改良が地域の要
望としてあがっていました。
　平成２6年度から事業着手し、
橋梁２９. ２ ｍを含め全長３５0ｍ、
幅員 ９ .２５ｍで歩道も整備され
た安全な道路として供用を開始
しました。
　近隣には、日時計の丘公園や

　今年 ３ 月には国道17５号西脇
北バイパスの西脇市寺内から黒
田庄町大伏間（２100ｍ）が完成
する予定です。

オートキャンプ場、今年 ３月に
は西脇市では初めての酒蔵が完
成予定であり、生活道路として
の利便性のみならず、兵庫県の
進める地域創生を後押しする新
しい道路としても期待されてい
ます。

　黒田庄以北の早期事業化につ
いても国に働きかけていくな
ど、引き続き、努力してまいり
ます。

日野北バイパス供用開始
未来への投資  交流支える基盤整備

開通式で祝辞を述べました
（左上）。記念ウォーキングイ
ベントに参加しました（左
下）。自転車専用道はカラー
舗装されています（下）

県道黒田庄多井田線・喜多バイパス完成

線の機能を補完
する重要な位置
づけにあります
が、バイパス区
間は道路幅が狭
く、線形も悪い
交通の難所でも
ありました。落
石事故も過去に
発生するなど、

１７５号西脇北バイパス３月に

整備が完了した喜多バイパス

やっと叶えられた日となりま
した。
　車道と歩道に加え、自転車
専用通行帯も備えています。
　開通式に先立つ11月 ４ 日に
は、鍛冶屋線廃線３0年とバイ
パス開通を祝したウォーキン
グイベントが開催されました。
４000名を超える地域住民の
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